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一人あたりGNPには国別に大きな違いが見られる。南部アフリカ地域の南アフリ
カ、ボツワナ、ナミビアは2000$/人をこえている。中南部アフリカ以外ではガボ
ン、セイシュル、モーリシャスが3000US$/人を越える。西アフリカギニア湾沿岸
諸国、中央アフリカの諸国では1000$～2000$レベルだが、北東部、サヘル地域は
300$/人の低所得国が多い。

＊注：この図GNPは付表４に基づいているため、付表１のGDPの値とはズレがあ
る。

一人あたりGNPの国別状況
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中央アフリカやギニア湾沿岸の一部を除き、閉鎖林が少ないため対国土面積森林
比率は全般に近い。その中で、中央アフリカと西アフリカ西部の諸国は森林面積
率が50%を越える。東アフリカから南部アフリカ諸国は森林面積率が20～50%の
範囲にある。サヘル地域と南アフリカは低い。
＊注：CIA世界ファストブックを出典しているため、FAOや日本のJOFCAの資料
とは一致しない点もある。

対国土面積の森林面積比率
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輸出額に対する観光収入比率は、観光業がその国の外貨獲得にしめる重要性を示
す指標とみなせる。観光収入比率が高いのはタンザニア、セイシェルである。次
いで、ガンビア、モーリシャス、ウガンダ、ナミビアが高い。外貨獲得額の少な
いガンビアを除き、これらの国は観光立国と見なしてよい。一方、中央アフリカ、
西アフリカ諸国ではガンビア、ガーナなどを除き、観光収入比率は低い。

輸出額に対する観光収入比率
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アフリカの1990年代の実質経済成長率（年平均）は東アジアなどと比べると低い
が、ボツワナ、モザンビーク、ウガンダなどは5％以上の高い成長率を示した。サ
ヘル地域と東アフリカ諸国も2～5％の比較的高い成長を示したが、リベリア、シ
ェラ・レオーネ、コンゴ共和国（ザイール）など内紛のあった国ではマイナス成
長となっている。

実質経済成長率（90年代平均）
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乳児死亡率は社会福祉の総合的指標の一つと見なされる。乳児1000人当り100人以
上の高い乳児死亡率は、アフリカの中でも、北東部、サヘルと紛争のある沿岸西
アフリカおよびアンゴラやモザンビークに見られる。次いで中央アフリカと西ア
フリカの国で高い死亡率が見られる。東アフリカ、南部アフリカ、東アフリカイ
ンド洋の国では国全体として比較的低い。

乳児死亡率
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UNDP（99年）によるアフリカの開発途上国該当国を示した。石油収入のあるギニ
ア湾沿岸の国（ナイジェリアなど）、鉱産物輸出の大きい南部アフリカの国（ナミ
ビア、ボツワナなど）と南アフリカおよびケニアをのぞき、LDCに該当する。

UNDP（99年）による開発途上国
（LDC:Less Developed Countries）
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